
レ
ポ
ー
ト

http://idealideal.org/令和2年2月発行

7
NUMBER

実家便とは？

施設を退所し自活を始めた子どもに６月と12月の年に２回
食品や生活用品を送る活動です。
施設を退所した年から５年（10回）を最長支援期間として、
施設と退所者とのつながりを切らさぬよう、「実家便™」には
施設職員からのメッセージと、社会全体で見守っていること
を伝える実家便の詰め込みに協力してくれる財団の会員か
らのメッセージを同梱いたします。

12月送付物

令和元年12月 513名に
実家便を発送いたしました！

「実家便」の話を聞いたときは、とても“おどろき”ました。そして、お金をいただくような感じが
して、もらっても良いのかなと不安にもなりました。
両親と関わったり、物をもらったりすることが無かったのですが、「実家便」が届くと手紙も一
緒に入っていて、とても嬉しい気持ちと、あたたかい気持ちになりました。「実家便」を通して、
施設を出てからも、施設の方々とつながっているんだと思えて嬉しかったです!!
 私が10歳で施設にお世話になったときは、日本語も文化も分らず字も書けませんでした。
小学校は5年生からの始まりで、それまで学校にちゃんと通ったこともなく、頼
れる親、言葉が通じる人もいなくて、話し相手は弟で、それも限られた時間の中
でした。それで、生活していくためには、何もかも努力するしかないと思い頑
張ってきました。一生懸命支えてくれてきた方々にお礼をお伝えしたいです。施
設に入れてくれた方、小学校の先生方、施設のお姉さんやお兄さん。皆さんの
おかげで、少しずつですが、色々な経験をして強くなりました。これからも変わ
らず、関われることが支えになります。今まで、本当にありがとうございました。

実家便を活用させていただくようになり、はや3年目を迎えました。 この実家
便を通じて、改めてアフターケアの重要さを痛感しております。ニ十歳に満
たない子どもたちが、自分の力の限り精一杯頑張っているのは承知しており
ますが、それでも傷つき歩き続けることができない子がいるのは、紛れもな
い現実です。私たち施設が十分に卒園児と関わることが難しい中、この実家
便のような形でアフターケアをサポートしていただけることは大変にありが
たいことです。ここ数年、子どもたちとも連絡を取り合うことが増え、施設が
子どもたちにとってもう一つの家(home)になれているのだ
としたら、これほど嬉しいことはありません。子どもたちを共
に支えていただけていることを感謝し、そして私たちの社会
的使命を自覚し、万全とはいえない体制ではありますが、こ
れからも学園を卒園した子どもたちへ、心をこめて支援して
いきたいと思っております。

あいであるさんのメッセージや、施設の先生から
の手紙が実家便とともにとても楽しみで、メッ
セージカードや手紙に助けられたこともたくさん
ありました。施設を卒業してからも、今までもたく

さんの方々に支えられて生きていること
に感謝しています。来年には大事な国家
試験を控えています。立派な看護師に
なって、施設や支えてもらったたくさん
の人達に恩返しができるよう、まずは勉
強を頑張ります。

支援を受けた子どもたちの声

体調不良により働けず、生活困窮、情緒不安定になっている子
と話をしている中で、「もう生きている意味がない」と言われ、こ
ちらとしても近くに住んでいない分、すぐにかけよることも出来
ないが、実家便が届いた数日後「ありがたいよ
ね。色々な人に支えられているんだね」という風
な言葉も聞かれた。もちろんその日の気分によっ
ても違ってくるであろうが「一人ではないというこ
とをこの実家便が届いたときに思ったことは事実
であり、物的にも心的にも助かっているなあと感
じた。

実家便の梱包作業にボランティアとして参加させて頂きました。梱包作業はあいであるが契約している物
流倉庫で行われました。まず、無駄なく流れるような動きの中で食品が丁寧に詰め合わされていることに感
動しました。また、実家便には、施設職員や協賛会社ボランティアからのメッセージカードも同封され、食料
支援だけでなく、あなたを気にしている人がたくさんいるよ！というメッセ―ジが込められているんだなとい
う気付きもあり、施設をでた子どもたちはその心を紡いで成長するのだと感じました。

VOICE❶

実際に実家便の発送作業に参加したボランティアの声VOICE❸

施設職員の声VOICE❷

宮田さん発送作業の様子
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財団法人あいであるの実家便™支援

お金の管理に関するレクチャー
「マネークリップ」を行っています。

先日、大分にて行われたレクチャーの様子

マネークリップ
カード

マネークリップとは？

あいであるオリジナルのレクチャーカードを使って、
お金の使い方ややりくりを体験をし、自活のシミュ
レーションを行うゲームです。
職員の皆様に体験していただき、施設内での子ども
の自立に向けて、取り入れていただいています。

レクチャーを受けた施設職員の声VOICE❹

冠婚葬祭や予定外の出費など、施設退所後に想定される出来事
をゲームの中で知ることができるのはとても良いと感じた。また、
「金銭管理」と言われると、‘欲しいけど我慢する’‘節約する’という
ことをイメージしていた。しかしそれだけではなく、「良いお金の使
い方だね！」と声かけすることで、‘お金を使う’という意味も一緒に
学んでいくことが大切なのだと分かった。

お手伝い
同僚の旅行中、猫をあずかった

おみやげもらった
ありがとう

先輩と食事

ありがとうと、
きちんとお礼を言った

たまにはと、おごってもらった！

ありがとう

結婚式

友達が
結婚！

おめで
とう

会費制
の結婚

式

10,00
0円

ーマイ
ナス

実際に現実でもありうるトラブル、行事、買い物、貯金、積み立
て、自己投資、遊びといった内容のカードを使用することでより
リアルに近い状況や雰囲気、退所後の生活や金の使い方、社会
でのマナー立ち振る舞いをイメージできると感じた。実際に退
所児童の意見やトラブルの内容のあるカードを取り入れること
でより具体的に教えることが出来る。

実家便及びマネークリップレクチャーの

当財団の活動にご賛同いただき、ご支援・ご協力をお願いいたします。
当財団は、皆様からの寄付金を財源として運営しております。

（http://idealideal.org/donation/）

新規募集を開始いたします！
※詳しくは2020年4月1日以降の当公益財団法人のホームページ（http://idealideal.org/）にてご確認ください。

 

2020年
4月1日より

ご寄付 のお願い

「お金を使うこと」だけでなく、
「お金を使うことによって得られる社会経験」を
疑似的に体験してもらうことも目的としています。

誘いの断り方
戸締りや鍵の大切さ
困ったときに相談できる場所、
人について知ることが出来る！

お金は大事だが、
それ以上に大事な物
人間関係、価値観、マナー
についても学べる！

コミュニケーション
友達とお好み焼きパーティ。

節約しながらでも、楽しい。
2,500円ーマイナス

カギ交換

部屋のカギ
をなくすが

、

見つかった！

交換すると1万
円以上かかる

らしい

たすかった


